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論文内容の要旨
本論文はアーク溶接継手の収縮およびこれが拘束されることによって生じる拘束応力と溶接割れの
問題について研究を行なったもので，緒論，本文 4 章，総括からなっている。
緒論では従来の研究の概要を述べ，厚板の突合せ継子における初層の接接時の収縮過程，拘束応力
の増加過程および溶接割れにおよぼす継子の拘束状態の影響を明らかにすることが本研究の目的であ
ると述べている。
第 1 章は，溶接による収縮過程について溶接熱伝導の立場から理論的考察を行なったものであっ
て，初層の溶接による収縮過程は主として溶接熱の母板への熱伝導によって影響を受けることを述
べ，母板の板厚が溶接入熱によってきまるある限界板厚より大きい場合と小さい場合とで収縮過程が
異なることを明らかにし，収縮過程と室温に冷却後の最終収縮量におよぼす母板の板厚，収縮を測定
する標点距離および溶接入熱の影響を総合的に論じている。
第 2 章は，収縮過程に関する実験的研究であって，構造用材料として広く用いられている軟鋼の溶
接継子について収縮過程の測定と解析を行ない，第 1 章の理論的考察の妥当性を検討している。また
軟鋼および 2 ， 3 の高張力鋼溶接継手の収縮過程について比較検討を行ない，高張力鋼では溶接金属
と母板熱影響部の冷却中の相変態による膨張が収縮過程と最終収縮量に大きな影響をおよぼす場合も
あると述べている。
第 3 章では，溶接継子の自由収縮が拘束されることによって生じる拘束力の増加過程と最終拘束応
力の問題を取り扱っている口まず，継手の拘束状態を任意に変化できる拘束引張試験装置を考案作製
した。そして拘束状態と熱的諸因子を系統的に変化させて，拘束力の増加過程の測定を行ない，これ
と収縮過程との関連性を論じている。また継手の拘束状態をあらわすために定義された拘束度を用い
て最終拘束応力の解析を行ない，最終拘束応力は拘束度と比溶着熱の平方根に比例することを明らか
? ?
にしている。
第 4 章では，溶接継子の拘束状態が溶接割れにおよぼす影響を明らかにするために定標点距離形式
の拘束溶接割れ試験法を考案し，軟鏑および 2 ， 3 の高張力鋼溶接継子について溶接割れを発生する
か否かの限界拘束度を求め，限界拘束度におよぼす母板の板厚と溶接入熱の影響を定量的に明らかに
している。またこの限界拘束度を用いることにより，実際の構造物の溶接継手において溶接割れが発
生するか否かを合理的に判定する方法を提示している D
総括においては以上の成果を要約し主な結論を述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文では溶接継手の収縮と拘束応力の問題を取り上げ，特に従来ほとんど収り扱われていなかっ
た厚板の初層の溶接による冷却中の収縮過程と拘束応力の発生過程の機構を明快に説明するととも
に，収縮と拘束応力におよぼす熱的条件の影響を論じ，溶接工学上多くの新しい知見を与えている。
また著者の考案した溶接割れ試験法によって，溶接継手の拘束状態が溶接割れにおよぼす影響を明ら
かにする貴重な資料を提出し，構造物の溶接継手における割れ感受性を合理的に評価するのに有力な
手がかりを与えており，溶接工作上寄与するところが大きい口
以上の理由によって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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